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考察し、発表するアクティブ・ラーニングを実践しやす
い。「地理的な見方・考え方」を養いながら、異文化理
解と国際理解を深めることができるという点でも、食文
化は扱いやすいテーマの一つといえる。

３　授業案と展開例
　『高校生の地理総合』p.118 のイラストマップにも掲
載されているスペインのパエリアを事例に扱いたい。パ
エリアはスペインを代表する伝統料理であり、料理名の
由来ともされる平底鍋に、黄色のサフランで香り付けし、
ムール貝などの魚介類をのせたパエリアがよく知られて
いる。このパエリアから地域像や地理的背景を、さらに
パエリアの歴史的変化から現代の問題を読み解くような
授業を展開したい。
（１）パエリアの画像を集め調査しよう

　まずは導入として、インターネットからパエリアの画
像を収集し、そこからパエリアの特徴を整理させたい。
ここでは、本場スペインで食べられているパエリアを
見つけることを目的としているため、「Google マップ」
を活用してレストランを検索し、そこで紹介されている
料理の画像を集める方法を用いる。
　生徒たちが見つけたパエリアの画像は「Google
フォーム」を使って回収し、その後、集めた画像を生徒
全員で共有する。そして、これらの画像をもとにパエリ
アの特徴を整理する。予想される生徒の回答としては、
黄色い米、魚介類、パエリア鍋、レモンなど、視覚的な
特徴が中心になると考えられる。

１　はじめに
　高等学校学習指導要領において、新設された「地理総
合」では、現代社会の複雑な課題に対応するために、「生
活文化の多様性と国際理解」を重要な学習内容の一つと
して位置づけている。具体的には、生活文化が自然環境・
歴史・宗教・経済・社会と深く結び付き、さまざまな要
因の影響を受けて形成されていることを理解することが
求められている。
　また、単なる知識の暗記にとどまらず、「地理的な見方・
考え方」を通じて多面的・多角的に考察し、文化の多様
性と変化・交流に着目することが求められている。さら
に、「主体的・対話的で深い学び」や「アクティブ・ラー
ニング」を通じて、思考力・判断力・表現力を育むこと
が強調されている。このような背景を踏まえ、本授業例
では、「生活文化の多様性と国際理解」を考えるための
具体的な事例として、スペインの伝統料理パエリアを題
材に授業を構想する。

２　なぜ食文化を扱うのか
　食文化は、自然環境・歴史・宗教・経済・社会といっ
た多様な要因の影響を受けて形成されており、地域の特
徴を多角的に理解するための教材として極めて適してい
る。例えば、気候や地形が主食の違いを生み、交易や
移民が食材や調理法を伝播させ、宗教や価値観が食のタ
ブーを作り出している。また、経済発展やグローバル化
が、食文化をさらに多様化させている。東南アジアの麵

めん

料理などはまさにその代表的な事例であろう。
　さらに、食文化は日常生活に直結しているため、生徒
にとって身近であり、興味関心を引きやすい。これによ
り、「なぜこの地域ではこの料理が生まれたのか？」と
いう「問い」を中心に据えることで、生徒が主体的に調べ、
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図１  ウェブサイトでスペインのレストランを検索し
パエリアの画像を見つける。 ※写真はイメージ
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● 考察例２「社会環境との関わり」

　パエリアの画像を検索すると、魚介や肉、野菜といっ
たさまざまな具材が見られるが、その下に隠れる米の多
くが黄色に色付けられていることに気付かせたい。この
黄色はサフランによるものである。サフランはアヤメ科
の植物のめしべを乾燥させたもので、ブイヤベースをは
じめ、さまざまな地中海料理の香味や色付けに使われる。 
アラブ人によりもたらされたことから、サフランの名は
アラビア語で「黄色い」を意味する “sahafaran” から
名づけられている。また、パエリアの主材料である米も
アラブ人によって灌漑技術と栽培法が伝えられたため、
米はアラビア語からの借用語である “arroz” と表現され
ている。実は、パエリアの原型はアラブの米料理に由来
し、米どころであるバレンシア地方ではウサギの肉やカ
タツムリを入れて、農作業の合間に大人数で食べたとい
われる。これがバレンシア地方の伝統的パエリアである。
　また、パエリアに彩りを与えるパプリカやトマトは、
新大陸（現在の中南米地域）が原産で、コロンブスの新
大陸発見後にヨーロッパへ伝わった。これにより、スペ
インではこれらの食材が料理に取り入れられるように
なった。このように、パエリアに使われる食材の中に
は、アラブ人によってもたらされたものや、新大陸から
伝わったものがあり、さらに地域ごとの特産物が加わり
ながら、一つの料理として形作られていった。パエリア
は多様な文化や歴史の影響を受け、スペインの社会環境
を映し出す料理となっている。

（２）調べたことをまとめて発表しよう

　次に、整理された特徴をもとに分析を行う。具体的に
は、取り上げられた特徴について「なぜこの具材が入っ
ているのか？」「なぜ黄色い色をしているのか？」など、

「なぜ？」を意識させながら、それを深く考察させる。
発表形式は個人でもよいが、プレゼンテーションをさせ
るのであればグループワークが適切かと思われる。ここ
ではグループ発表を想定して進めていく。
　「なぜ？」という問いは、視点によってさまざまな形
に変化するため、生徒が多角的に考察できるように促す。
特に、特徴の分析を通じて、自然環境や社会環境との関
連性を考察することを強調したい。以下は分析結果から
予想される考察の例である。
● 考察例１「自然環境との関わり」

　地中海と大西洋に面した地理的環境からスペインとい
えば、新鮮な海産物が得られる地域であることから、エ
ビやタコ、イカなどの魚介類を取り上げてくることは容
易に想定できる。
　また、海産物だけでなく、地中海性気候と関連づけて
考察する生徒もいるだろう。パエリア鍋に最初に入れる
のはオリーブオイル。原料となるオリーブは地中海沿岸
が原産で、オリーブの生産量はスペインが世界一である。
さらにパエリアに酸味を与えるレモンは、耐乾性樹木作
物で地中海性気候の代表的な作物の一つであり、レモン
の生産量もスペインは世界上位にランクする。スペイン
を含む地中海地域の料理にオリーブオイルやレモンが多
用されるのはごく自然なことで、気候と食文化は密接に
関係している。オリーブオイルやレモンが地中海性気候
と自然に結び付く一方で、パエリアの主材料である「米」
がなぜスペインで使用されるかは、一見すると不思議に
も思える。
　なぜスペインで米なのかという問いは重要である。
ヨーロッパでは一般に小麦栽培が盛んで、小麦文化が根
付いているため、スペインでの米の使用は意外に感じら
れる。ここは資料を用いてしっかり調査してほしい項目
である。夏に高温となるの地中海性気候は米の栽培に必
要な気温という条件を満たしてはくれるが、乾燥するた
め降水量が得られない。しかしバレンシア地方ではラル
ブフェラ湖の水を用いて灌漑を行うことで、古来より稲
作が行われてきたのだ。以上のように、スペインの食文
化には地理的環境や歴史的背景が深く影響しており、特
に米の使用には独自の理由があることが分かる。

図３  パエリア相関図（筆者作成）

パエリアから見えてくるもの ～伝統とは何か～
 －「生活文化の多様性と国際理解」に関する授業展開例－

授業研究地理

－使用教材－
『高校生の地理総合』
『図説地理資料 世界の
 諸地域 NOW 2025』

地理総合
高高校校生生のの

G E O G R A P H Y

文部科学省検定済教科書　高等学校地理歴史科用

46 地総ー707帝国

中央大学附属中学校・高等学校　齋藤 晃（さいとう・あきら）

世界の諸地域
NOW 2025

図説地理資料

QRコンテンツのご案内
左のQRコードを読み取ると、本書の
内容に関連するコンテンツを利用する
ことができます。
詳しくは、本書のp.3をご覧下さい。

コンテンツと内容
①地理の学習に役立つWebGISサイト……３点
　 別冊ワークで活用できるArcGIS Onlineの専用サイト、
地域見える化GISジオグラフ
②地理的景観、産業や生活文化に関わる動画……36点
　ドローン映像や海外取材動画など

図
説
地
理
資
料

　世界
の
諸
地
域

△

世界の諸地域
NOW 2025

図説地理資料

9784807167258

1927025009278

ISBN978-4-8071-6725-8
C7025  ¥927E

図説地理資料
世界の諸地域NOW
2025
編　集 帝国書院編集部
発　行 株式会社　帝国書院
 〒101-0051 東京都千代田区神田神保町 3-29
 電話番号 03（3262）4795（代）
 振替口座 00180-7-67014
 URL　https://www.teikokushoin.co.jp/
定　価 1,020 円（本体 927 円＋税）

33240　チシシリョウ

ⒸTeikoku-Shoin Co., Ltd. 2025　Printed in Japan
乱丁、落丁がありましたら、お取り替えいたします。

1234525

2025 年 2 月 20 日 印刷
2025 年 2 月 25 日 発行

図２  「Google Earth」で見たラルブフェラ湖
湖岸に水田が確認できる。

Airbus, Inst. Geogr. Nacional, Maxar Technologies 
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Maxar Technologies
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　さらに、グローバル化の波に乗り、魚介のパエリアは
多くの国で親しまれるようになった。日本でも料理店や
レストラン・チェーンのメニューに取り入れられ、広まっ
た。
　バレンシア地方の郷土料理だったパエリアが、経済発
展、観光業の発達、グローバル化を背景に変化し、世界
に広がっていったことが分かる。

図５  ●９ 主な国の国際観光客受入数
『図説地理資料 世界の諸地域 NOW 2025』p.163
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（４）「伝統料理」とは何かを考えよう

　次に、伝統料理とは何かについて生徒に考えさせたい。
伝統料理は、地域の文化や歴史を象徴する料理として認
識されているが、時代や環境の変化を受け入れながら進
化する「生きた文化」である。例えば、国産の原料が輸
入品に置き換わったり、環境の変化で材料が獲得できな
くなったりすることもある。そのため、全ての材料や製
法を守り続けることは難しく、時代に応じて形を変えて
いく。
　パエリアの歴史を見ても、地理的環境に適応した食材
の使用や経済発展、観光業の影響を受けながら発展して
きたことが分かる。一方、伝統を守ることへの強い意識
が見られる事例として、イギリスのシェフが「パエリア
にチョリソーを入れる」と発言した際に、バレンシア
政府が抗議した出来事がある。これは、パエリアがバレ
ンシア地方の誇りと深く結び付いていることを示してい
る。
　このように、伝統料理は「狭義」と「広義」で捉えら
れる。

（３）フィードバック

　生徒の発表が終わったら、発表した内容を再整理させ
たい。自分たちのグループでは出てこなかった分析や
考察などを補足する作業を行う。さらに、統計データ
を用いて、パエリアの原材料に多く使用されている米、
トマト、レモン・ライム、オリーブの４種の分布図を

「MANDARA JS」※で作図させたい。また、経済発展
とともにパエリアという郷土料理がスペイン全土に広が
り、さらに世界でも食べられるようになった背景につい
て教員が紹介する。
● 分布図作成

　帝国書院ウェブサイトにある「世界の統計」から米、
トマト、レモン・ライム、オリーブの生産量の統計デー
タをコピーし、「MANDARA JS」で利用できるように

「Excel」の表を作成しておく。「MANDARA JS」で用
いられている国名と統計データの国名に一部一致しない
ところがあるので、事前に調整しておく。「Excel」シー
トを生徒と共有し、4 種の分布図を作成させる。

図４  「MANDARA JS」で作図したオリーブの生産量分布図
（筆者作成）

● 経済発展・グローバル化との関わり

　パエリアの主材料と自然環境、社会環境の関係を確認
した後は、バレンシア地方の郷土料理であったパエリア
が、どのようにしてスペインを代表する料理へと変化し
ていったのかを考えさせてみたい。
　バレンシア地方の郷土料理であったパエリアは、「ス
ペインの奇跡」と呼ばれる高度経済成長によって都市部
に広がった。地方から都市への人口移動が進み、地元料
理を提供する店が都市部へ進出したことが要因である。
特に、1960 年代以降に広がりが加速した。
　同時期に観光業も急速に発展し、リゾート地として知
られるバレンシア地方には国内外から観光客が集まり、
パエリアのバリエーションが増えて多様化した。特に、
新鮮な魚介類を使ったパエリアが観光客に人気を博し、
経済的にも商業的にも成功を収めたことで、スペイン全
土に広がっていった。
※「MANDARA JS」は、埼玉大学の谷謙二先生（1971-2022）が開発した、ウェブブラウザ上で動作する無料の GIS ソフトで、統計地図などの主題図を簡単な操作で作る
ことができる。https://ktgis.net/mdrjs/

・狭義の伝統：特定の地域や文化に根ざした、伝統
　　　　　　　的な材料や製法を守るもの。
・広義の伝統：時代や地域に応じてアレンジされ、
　　　　　　　多様化したスタイルを含むもの。
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　これにより、伝統料理は「守るべきもの」と「変わっ
ていくもの」が共存し、互いに影響し合いながら発展し
ているといえる。従って、伝統は固定されたものではな
く、変化を受け入れながら受け継がれていく「生きた文
化」として捉えるべきである。このバランスが、文化を
継承しつつ発展させる鍵である。
（５）パエリアとすしを比較してみよう

　最後に、パエリアとすしの文化を比較させたい。パエ
リアとすしは、共に地域の郷土料理から始まり、時代や
環境の変化、異文化との接触を受け入れながら発展して
きた点で共通している。
　パエリアはバレンシア地方の農民料理から始まり、観
光ブームを契機に魚介類を使った華やかな料理が注目さ
れ、スペインを象徴する料理となった。一方、すしは屋
台の江戸前ずしから全国に広がり、回転ずしやカリフォ
ルニアロールなどのアレンジを経て、世界中で愛される
料理となった。
　どちらも、地理的環境に適応した食材の使用、社会環
境の変化、経済の発展、グローバル化を通じて、伝統を
守りながらも変化してきた。
　生徒には、次の 4 つの観点から比較させ、共通点や
相違点を考えさせる。

・場所：なぜその地域で生まれたのか。地理的要因
　　　　を考える。
・空間的広がり：どのように広まり、どのようにア
　　　　レンジされたか。
・相互関係：他の文化や地域とどう結びついている
　　　　か（移民・交易・健康の視点から）。
・時間的変化：歴史的背景や社会変化に伴う多様化
　　　　を探る。

　これにより、「伝統とは何か」を問い直し、多様な文
化を理解する視点を深めることを目指す。また、伝統を
守りつつ変化を受け入れることの両立について考えるこ
とで、文化の多様性と継承のあり方をより深く理解でき
るようにする。

４　観点別評価
（１）知識・理解の評価

内容の正確さ：食文化に関する地理的・歴史的な背景

知識が正確か。

概念の理解：伝統料理や地理的思考の概念を正しく

理解しているか。

（２）思考・判断の評価

多角的な考察：地理的要因、社会的背景、経済的影響

を多面的に考察しているか。

論理的な構成：なぜその結論に至ったのか、因果関係

を論理的に説明できているか。

（３）表現・発信の評価

表現力：考察を適切な言葉で表現できているか。

発信力：自分の意見を分かりやすく伝えられている

か。

５　おわりに
　本授業例では、「パエリア」を題材に「生活文化の多
様性と国際理解」を考察することで、文化が自然環境・
歴史・宗教・経済・社会と結び付いて形成され、時代や
環境の変化を受け入れながら発展してきたことを理解す
ることを目指した。特に、「地理的な見方・考え方」を
用いて、食文化の形成要因を多角的に考察する力を育む
ことが期待できる。
　また、パエリアとすしを比較することで、伝統を守る
ことと変化を受け入れることの両立を考え、多様な文化
を尊重する視点を深めることを目指す。これにより、「生
活文化の多様性と国際理解」をより広い視野で捉えられ
るようになると考えられる。本授業例は試行的な授業案
として位置づけており、今後の実践を通じて有効性を検
証していきたい。

図６  ●12 ショッピングセンターの回転ずし店（南アフリカ共和国）
『図説地理資料 世界の諸地域 NOW 2024』巻頭特集２

➡❻ハラールフード
の屋台（アメリカ合衆
国，ニューヨーク）
　ハラールフードとは，
イスラームで定められた
方法で調理された食品の
こと。写真の屋台でも，
ムスリムにとっての禁

きん

忌
き

である豚肉料理は見られ
ず，鶏肉（Chicken）や羊
肉（Lamb）をスパイシー
な味付けで焼いたもの，
中東料理の豆のコロッケ
（Falafel）などが売られ
ている。

扌�インド料理を楽しむ人（フィジー）
　イギリスの植民地時代にインドから多くの農
場労働者が移住させられたフィジーには，インド
系住民が多く住み，インド料理が根づいている。

社会環境と食文化 　世界の人々の食文化は，宗教や民族，価値観や慣習といった社会環境の影響も受けている。かつて植民地支配を受けた地
域などでは，旧宗主国がもたらした食文化や，他地域から移住してきた移民の食文化が現在の食文化に影響を与えている。

スフガニヤ

扌❼ユダヤ教の12月の行事ハヌカ（イスラエル）
　ハヌカは神

しん

殿
でん

にともした聖油の奇
き

跡
せき

を記念する祭
りなので，「スフガニヤ」とよばれる揚

あ

げパンなど，
油を使った料理を食べるのが習わしになっている。

扌❽フランスパンが売られる街角（ベトナム）
　ベトナムの食文化には，旧宗主国フランスの影響が色濃
く残っており，街角で売られるバインミー（フランスパン
に肉や野菜などをはさんだもの）が国民食になっている。

カレー

フィジー系住民

➡❾ラッシーを売る店（インド）
　菜食主義のヒンドゥー教徒が多いインド
では，乳製品がたんぱく源になっている。

ラッシー

 グローバル化による食の変化 　世界の人々の食生活は，食品の生産・流通におけるグローバル化や，欧米のファストフードチェーン店の進出，
外国文化の流入などの影響を受けて，味付けや食材などに地域的特

とく
徴
ちょう
を残しながらも均一化が進んでいる。

マクドナルド(タイ語表記)

扌�バンコクに出店したマクドナルド（タイ）
　マクドナルドやケンタッキーなどのファストフードチェーン店は，世
界各地に進出し，現地の人々に受け入れられている。　（ p.76,92,149）

➡�ショッピングセンターの回転ずし店（南アフリカ共和国）
　すしは和食のなかでも人気があり，世界各国で独自のネタを加えたすし店が
みられるようになった。回転ずしの店

てん

舗
ぽ

スタイルも，日本から世界に広まった。


